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第５回由利本荘総合防災公園管理運営計画検討委員会 会議録（概要）

日 時 平成２８年１１月１０日（木）

１５時００分～１６時００分

場 所 市役所本庁舎 正庁

【検討事項】 ７章 安全管理業務

10章 運営業務

【出席者】 工藤兼雄委員 菅原清委員 土田信夫委員 籾山芳雄委員

佐藤眞喜雄委員 坂本裕子委員 三船文樹委員 澤田宣夫委員

打矢洋介委員

【オブザーバー】 危機管理課参事 地域振興課自治振興班長 福祉支援課課長補佐

都市計画課都市整備班長 建築住宅課営繕班長

【事務局】 総合防災公園管理運営準備事務局

事務局長 スポーツ交流連携班長 スポーツ交流連携班職員

【計画策定支援】 梓・アルファ設計共同事業体

１．委員長あいさつ

本日は、お忙しい中、「第五回由利本荘総合防災公園管理運営計画検討委員会」にご

出席をいただきまして、誠にありがとうございます。

さて、この検討委員会も、二月に第一回検討委員会を開催し、今回が最終となります。

これまで、「管理運営計画」の根幹となる「施設の利用方法」や「利用規則」、災害

等が発生した際の広域防災拠点としての機能維持や、敷地内、建物内の利用計画につい

て、委員の皆様からご意見をいただいて参りました。

本日の検討委員会では、最後に残っておりました「七章 安全管理業務」「十章 運

営業務」についてを検討議題とし、委員の皆様方から事前にいただいたご意見に対しま

して、事務局から説明をしてもらい、その後、再度協議をお願いしたいと思います。

先ほども申し上げましたとおり、今回が最後の検討委員会でございますので、既に検

討を終えている項目につきましても、ご意見やご質問がございましたら、忌憚なくご発

言くださるようお願い申し上げ、挨拶といたします。

どうぞ、よろしくお願いいたします。

２．検討

管理運営計画について

（１）７章 安全管理業務

スポーツ交流連携班長【資料１】【資料２】により説明

◎危機管理マニュアルの整備について

【委 員】

「初期消火」次に「通報」となっています。ご意見の方は「連絡」としておりました

けど、「通報」は電話での通報とかあるんですけど、その他に「連絡」という事になり

ますと、例えば口コミ、館内放送とかも入ってきますので、「通報・伝達」にしたらい

かがでしょうか。そうすれば、電話等の連絡も含めて口コミも館内放送も全て入ってき

ますので、「通報・伝達」の方が良いと思うんですが、皆さんいかがでしょうか。

【スポーツ交流連携班長】

委員のご指摘のとおり、「通報・伝達」と改めて明記させていただきます。
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（２）10章 運営業務業務

スポーツ交流連携班長【資料１】【資料２】により説明

◎スポーツ教室について

【委 員】

スポーツ教室について色々と書いてありますけども、盛りだくさんで書かれて良いな

とは思いますけども、１階のメインアリーナはいつも満杯。２階の観覧席は空白。こう

いう事が起こるんですね。スポーツ教室だけに使うと。何でもかんでもスポーツ教室を

やってもいいんですよ。市民のため。ですが、無料開放日を設けるとしてもそのお金は

どこから出てくるんですか。そこら辺のところが検討が必要かと思います。それから、

スポーツ教室と言ってもいろいろあると思うんです。４面のコート全部使ってやるの

か、、１面だけでやるのか、それともサブアリーナでやるのか、そういう問題が出てく

ると思いますので、色んな事を計算しながらやっていただければなと思います。

【スポーツ交流連携班長】

スポーツ教室、無料開放日につきましては、最初に大会等のスケジュールが決まりま

す。その後、各種団体等の専用利用が決まります。そこで空いたスペースを使って、個

人利用やスポーツ教室を開くということでございます。ですので、空きスペースを活用

しながら、自主事業を開催して収入を上げていきたいと考えております。スポーツ教室

をやるために、大会が開催できないと言うことは考えておりませんし、委員の皆様方に

は、観覧席が埋まるような大会等の運営をお願いしたいいたします。観覧席を使った行

事というのは難しいですが、あくまでも大会等、団体等の専用利用等がない日や、空き

スペースを使ってスポーツ教室等を行うということでご理解をお願いいたします。

◎コートラインについて

【委 員】

スポーツ教室等に関連して、体育館のコートライン等は決まりましたか。

【都市整備班長】

まだどれを配置していくかははっきりとは決まっていません。コーナーコーナーだけ

という案もありますので。

【委 員】

スポーツ教室等を開催するとき、ラインを引くのは手間がかかるので、チェックポイ

ント等、特に小学生なんかだとそれがあると便利なので、意見として入れておいてくだ

さい。

【都市整備班長】

了解しました。

【委員】

サブアリーナの方は引いて良いと思うんですが、メインアリーナの方にラインを引か

れますと、全国大会とかの時はマスキングテープを貼らなければいけないんです。です

ので、出来ればマーカーだけでお願いしたい。
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３．その他

由利本荘総合防災公園管理運営計画(案)について

スポーツ交流連携班長【資料３】により説明

【スポーツ交流連携班長】

３１ページについて、７章の安全管理業務について２③内の「連絡」が「通報・伝達」

となりますので、修正をお願いいたします。

第１回からだい５回目まで皆様方からご意見をいただいて、 色々と手直しをして作

り込んだものでございます。今後は、こちらの方で写真を入れたり、色づけしたり、文

言の調整をしたりと細かな作業をいたしまして、完成にさせていきたいと思います。こ

の管理運営計画は今まで２度、市議会議員の方にもお示しさせていただいております。

１２月議会でもお示しして、年内に完成して市のホームページ等で公表していきたいと

考えております。

最終ページに皆様方の名簿と検討委員会の写真を載せさせていただきたいと思いま

す。

◎合宿誘致等について

【委 員】

この総合防災公園というのは、由利本荘市にとって非常に大きな大規模な施設である

と、市では人口減少の歯止めを掛ける様々な対策、この施設の集客するためにより大き

な意味のある施設であると考えてます。地域で活用することは当然の事なんですけども、

大きな大会ですね。それから合宿を要請するということも考えているわけで。全国大会

とか、東北大会とか、どんな合宿を要請しようとしているのか。そしてこれだけ素晴ら

しい施設が出来るのであれば、この施設だけではなくてですね、合宿をするのであれば

コースを整備して受入体制を取るとか、総合的な整備をしていかなくてはならないと思

うんですね。そういうことも含めて、これからどのように考えていくかと言うことをお

聞かせいただきたい。

【総合防災公園管理運営準備事務局長】

今本市では、大規模な大会とか合宿の誘致を積極的に担っていく組織ということで、

「由利本荘市スポーツ・ヘルスコミッション」という組織を立ち上げると言うことで、

来週１１月１５日に設立総会を開くこととしております。その組織というのは、スポー

ツ関係団体のほか、商工会とか観光協会、農協、旅行会社、いわゆるスポーツツーリズ

ム、ヘルスツーリズムを推進いたしまして、由利本荘市のスポーツ、健康づくりを通じ

まして、沢山の人を市外、県外から来ていただくための組織を設立することになってお

ります。大会、当然プロの大会、国内トップリーグの大会は、もう既に色々とお話をさ

せていただいておりますけども、合宿ではやはり大学とか高校の合宿、社会人の様々な

合宿を考えております。これから、色々な団体やスポーツイベントを含めたイベンター、

テレビ局などを回らせていただきました。今後スポーツコミッションが設立されて 更

に積極的にこういうものを誘致するために営業活動をしていきたいと考えております。

アリーナだけではなくて、由利本荘市内の様々な施設、ソフトボール場、水林の野球場、

競技場なども有効に活用していただくため、市民に夢を与えるようなものを誘致したい

と考えておりますので、委員の皆様にもご支援ご協力をお願いしたいと思います。
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【委 員】

例えば大会とかで駐車場が足りない場合、バスを出す手続きをするのは管理者になる

のか、主催者になるのか。

【スポーツ交流連携班長】

その大会が市との共催で、市でバスを出す場合もあると思いますが、一般的な大会で

は実施される団体の方で出していただくことになると思います。例えばコンサート開催

する場合であればイベンターがバスの手配をするものと思いますし、大きい大会等であ

れば市も共催、後援となっているのであれば、市のバスを使うことになると思いますが、

その都度、その都度ごとの協議になって、その都度の対応になると考えております。

４．閉 会

委員長

２月の第１回目を開催いたしまして、本日まで計５回の検討委員会を開催いたしました。

皆様からご意見をいただき、管理運営計画（案）が概ね出来上がったものと思います。

今後は、市の方で体裁を整え、議会にも説明して、本年中に完成させるとのことのよう

です。

委員の皆様におかれましては、約十ヶ月の長期間に渡りまして、ご審議いただき誠にあ

りがとうございました。

これを持ちまして、由利本荘総合防災公園管理運営計画検討委員会を終了いたします。

委員の皆様、ありがとうございました。


